
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校支援コーディネーターに 

地域と学校の橋渡し役です。 

学校の事情や地域の要望を十分に理解し、地域と学校がパートナー

として協働することができるよう、双方に働きかけます。 

こんな人におすすめ 

●子どもや地域のために何かやってみたい 

●いろいろな人とつながることが好き 

●相手の想いを聞くことを大切にしている 

●今までの経験・ネットワークを活かしたい 

★地域のことをよく理解している 

★学校の実情をよく理解している 

学校支援コーディネーターとは 

なってみませんか？ 



  

子どもたちの笑顔や挨拶に 

元気をもらっています。 

普段の子どもたちの様子が 

分かり、学校が身近に 

感じられるようになりました。 

地域の方と楽しく話ができたの

で楽しかったです。 

実習ではボランティアの方にわか

りやすく教えていただき、上手に

できるようになりました。 

教職員だけではできない 

体験活動ができました。 

普段とは違う子どもたちの 

様子が見られ、新たな一面を

知ることができました。 

地域学校協働活動とは、地域の高齢者、保護者、PTA、NPO、民間企業、団体等の幅広い地域住民等の

参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、

地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行うさまざまな活動です。 

地域学校協働活動ってなに？ 

環境整備 授業支援 見守り活動 部活動支援 

学校支援活動ってなに？ 

学校支援活動では、学校の「手伝ってほしい」と地域の「力になってあげたい」をマッチングして、さまざまな活動を

行います。学校の活動に地域の方が参加することで、学校の教育活動がより豊かになり、きめ細やかな対応に

繋げることができます。 

地域教育協議会 

 

 

学校支援活動 地域子ども教室 

この他にもさまざまな 

活動があります。 

これらはほんの一部です。コーディネーターになったら、学校からの「こんな

ことできたらいいなぁ」「こんなことできる人いないかな」という相談を受け

止め、「子どもたちの学びや育ちのために役立ちたい」という思いをもつ

地域の方に相談してみましょう。 

さまざまな活動がありますが、今回は学校支援活動をご紹介します 

３つのWIN 

地域のWIN 子どものWIN 学校のWIN 



 

コーディネートのながれ 

例えば、学校支援活動（学校が地域の力を借りて一緒に取り組みたい活動）の場合は次の流れになりま

す。 

学校支援コーディネーターの活動例 

地域学校協働活動を行うにあたり、学校と地域のパイプ役となるのが、コーディネーターです。 

地域や学校の実情に応じた地域学校協働活動の企画や、学校や地域住民、民間企業・団体等との連絡・

調整、地域ボランティアの募集・確保等を行います。 

学校支援コーディネーターって何をするの？ 

 

昔遊びといえば○○さん。 

他にも協力してくれる人がいるかも。 

声をかけてみますね！ 

 

 

子どもたちに昔遊びを 

体験をさせてあげたいな。 

誰か教えてくれる人はいないかな。 

 

コーディネーター 学校 

コーディネーター 学校とのかかわり 地域とのかかわり 

事前打合せの日程調整 

ボランティア活動受入れ体制の整備 

（活動への配慮・準備物） 

事前打合せ実施 

活動の実施 

ふりかえり 

自治会 

地域教育協議会 

地域子ども教室 

NPO、民間企業等 

その他のボランティアの募集 

公民分館 

相談 

支援・報告 

地域住民・地域団体 

連絡 

募集 

声かけ 

地域団体やボランティアへ活動を依頼する 

（チラシの作成など） 

地域団体やボランティアの情報を提供 

学校からの依頼を聞く 



 

 

＜連絡先＞ 

担当課 豊中市教育委員会事務局 学び育ち支援課 企画係 

電 話 06-6858-2576 

メ ー ル chiikikyo@city.toyonaka.osaka.jp 

学校支援コーディネーターになるには？ 

まずは教育委員会事務局学び育ち支援課にご相談ください。 

事業の詳細についてご説明いたします。 

左記の QR コードまたはお電話にてお問合せください。 
 
※各学校におけるコーディネーターの配置状況や、これまでの地域学校協働活動への参加

経験等を踏まえた結果、すぐにコーディネーターとしての活動を始めていただけない場合も

あります。ご了承ください。 

 

学校支援活動、学校支援コーディネーターに興味をお持ちの方は 

1 人で 1 つの学校のコーディネーターを担っている場合もありますが、1 人でコーディネーター

をするのが不安・負担な場合は、複数人のチームで活動に取り組むこともできます。 

Q＆A 

コーディネーターは各学校に 1 人ですか？ 

学校支援活動の中にはどんな活動がありますか。 

年間の活動日数をおしえてください。 

例えば、授業支援では、ミシンや調理実習の支援、郷土学習のゲストティーチャー、遠

足の付き添い、本の読み聞かせなどを行っています。環境整備では、花壇の整備や図

書の整理などを行っています。他に、懇談時の子どもの見守りや清掃時の支援、学校

行事の受付などを行っている学校もあります。 

現在豊中市で活動しているコーディネーターの活動日数は、概ね年間 10 日～50 日

（月 1回～週 1回）程度です。学校と相談し、無理のない範囲で活動いただけま

す。 

また、1 日につき 1,500 円の謝礼がございます。※1日 1.5 時間以上活動の場合・上限あり 


